
1 実行戦略の基本的方向 

1-1 実行戦略の考え方 

１） 自転車先進都市としてのコンセプト 

本実行戦略の策定時において、岡山市における自転車利用にかかわる現況の問題点等を踏まえ、コ

ンセプトを以下のように設定した。 

 

 

 

 

「自転車先進都市おかやま」を確立するためには、上記コンセプトを満たしつつ、以下の２点が実

践されることが重要である。 

 

 

 

 

 

２） コンセプトと５つの施策分野 

コンセプトと取組むべき５つの施策分野との関係に加え、波及的な展開が期待されるまちづくり上

の効果を以下の通り整理し、これに沿って施策を進めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策イメージ

誰もが自転車を 

“安全”で“便利”に“楽しく” 

使うことが出来る都市 

「走る」「停める」「使う」「楽しむ」「学ぶ」という５つの施策分野が、相互の連関のもと、

高い水準で調和すること 

“自転車”が街の風景として溶け込み、市民が『自転車先進都市』を実感し、認識を共有し、

また先進都市市民として実践すること 
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主な施策イメージ 

◇走行空間の整備区間
の延伸 

◇駐輪場の整備推進 
◇放置自転車クリーン作
戦の拡充 

◇ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙの導入 
◇事業所によるｽﾏｰﾄ通勤
の参加誘導 

◇サイクリングネットワ
ークの充実 

◇交通安全教室等の拡充 
◇サイクルマナーアップ
活動の拡充 

ま
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：関連性が高い 

：関連する 

公共交通、自転車主体の 
交通体系の実現 

都市景観の向上 

都市部等の魅力、 
賑わいの向上 

ＣＯ２排出量の削減 

市民の健康増進 

本市のイメージ向上 



 

自転車先進都市を実現するため、実行戦略における５つの施策分野毎に目標達成に向けた 14 の実

施施策を設定し、施策間の相互連携に留意しながら、短～中期（フェーズ１～２）において取組みを

行ってきた。 

表 実行戦略の推進プログラム 

 

５つの 

施策分野 
実施施策 

フェーズ１ 

～３年 

フェーズ２ 

～５年 

フェーズ３ 

～10 年 

関係者 

行
政

・
関
係
機
関 

民
間 

利
用
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走る 

路線状況に応じた安全な走

行空間整備 

   
○   

適正な利用を誘導するため

のサイン整備 

   
○   

停める 

利用ニーズに対応した駐輪

施設整備 

   
○ ○  

既存駐輪施設の運用見直し

等による利用促進 

   
○   

施設整備と連動した放置自

転車への規制強化 

   
○   

民間による主体的な施設整

備の促進 

   
○ ○  

使う 

コミュニティサイクルの導

入 

   
○ ○  

自転車の公共交通への持込

み促進 

   
○ ○  

モビリティマネジメントに

よる自転車利用の推進 

   
○ ○ ○ 

楽しむ 

サイクリングネットワーク

の充実 

   
○ ○  

自転車利用シーンの拡大    
○ ○ ○ 

学ぶ 

関係機関との連携による自

転車マナーの向上 

   
○ ○ ○ 

自動車ドライバーに対する

啓発活動の推進 

   
○ ○ ○ 

情報発信による「自転車先進

都市おかやま」の推進 

   
○ ○  

 

1-2 実行戦略の実施施策 

整備 

整備 

整備 

実施 

実施 

必要に応じ充実を検討 

実施 
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整備 

実施 

継続・拡充 

実施 

実施 

検討 

検討 

検討 
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中間評価 


